
小西幸雄氏文書概要

2:文書群名 小西幸雄氏文書

3:出所 小西幸雄家

5:地名 兵庫県武庫郡大庄村西／尼崎市西／尼崎市大庄西町

6:行政区分 大庄村／尼崎市

4:家業・役職等 近代：大庄村銃後奉公会評議員、西部落軍事扶助委員、西部落総代、町
内会長ほか

7:歴史 小西家は幕末に同じ西新田の本家（小西光信家）から独立して居を構
えたという。幸雄氏の父幸作氏は大庄村銃後奉公会評議員、西部落軍事
扶助委員、大庄村と尼崎市との合併後は部落総代・町内会長を務めた。

8:伝来 平成7年(1995)1月、小西氏より寄贈。

10:点数 289点（目録件数197件）

11:年代 大正14年(1925)～昭和21年(1946)

12:構造と内容 本文書群は大庄村および尼崎市西部落の部落運営に関する史料であ
る。昭和戦前期の往復文書や部落有財産・会計関係書類など部落運営に
かかる基礎史料が約半数を占めている。戦時期に特徴的な防空・兵事・
軍事扶助等の関係史料も多い。このほかに昭和9年(1934)の室戸台風時
の西部落書類綴や、隣保世話係・大庄村銃後奉公会等戦時期の腕章がま
とまってある。

13:関連史料 -

1:文書群番号 093001

14:閲覧条件 原本

9:史料入手先 小西幸雄氏（原蔵者）

15:作成者 中村由佳

尼崎市立地域研究史料館


